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県の海岸保全対策事業の概要
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養浜の取組み状況
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県は、平成23年３月に策定した「相模湾沿岸海岸侵食対策計画」に基づき、山、川、海の連続性をとら
え、ダムや河川内の堆積土砂等を利用し、養浜を主体とした侵食対策に取り組んでいます。
また、本計画は、計画策定から10年目を迎え、より効果的な侵食対策を進めるため、令和３年３月に

改定を予定しています。



大磯海岸の養浜事業

大磯海岸
平成20年度～平成28年度
養浜量(累計)：約17,000m3

大磯駅

二宮町
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大磯海岸では、平成２０年度から平成２８年度の９年間で約１万７千ｍ３の養浜を実施
しています。
平成29年度からは、西湘バイパス災害復旧工事等と競合することから、養浜を実施し

ていませんが、今後も養浜事業を実施していく予定です。



平成28年度の大磯海岸養浜状況
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平成29年3月

平成28年11月

施工後
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二宮海岸の養浜事業

二宮地区
平成23年度～平成26年度
養浜量(累計)：約78,000m3

下向浜地区
平成25年度～平成28年度
養浜量：約67,000m3

二宮海岸(合計)
令和２年度実施予定
養浜量：約9,000m3

山西地区
平成7年度～令和元年度
養浜量(累計)：約342,000m3

二宮駅
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二宮海岸では、山西地区、二宮地区、下向浜地区の３地区で、これまで養浜を実施し
ています。令和２年度は、約９千ｍ３の養浜を予定しています。



施工前

平成28年度の二宮海岸（下向浜地区）養浜状況

平成28年11月

平成29年3月

施工後
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施工前

令和元年度の二宮海岸（山西地区）養浜状況

令和２年１月

令和２年３月

施工後
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小田原海岸の養浜事業

国府津地区
平成13年度～令和元年度
養浜量(累計)：約141,000m3

前川地区
平成23年度～令和元年度
養浜量(累計)：約66,000m3

小田原海岸(合計)
令和２年度実施予定
養浜量：約25,000m3

国府津駅

西湘バイパス
国府津IC

西湘バイパス
橘IC
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小田原海岸では、国府津地区と前川地区の２地区で養浜を実施しています。令和元
年台風19号では、背後地で越波被害を受けたことから、令和２年度は昨年度より、約１
万ｍ3増やし、約２万５千ｍ３の養浜を予定しています。



令和２年度の小田原海岸養浜状況①

施工前

施工後

令和２年５月

令和２年８月 9

国府津地区では、令和２年６月から８月に養浜を実施しています。



令和２年度の小田原海岸養浜状況②

令和２年１月

施工前

施工後

令和２年10月 10

さらに、台風シーズン前に、国府津地区及び前川地区において、追加で養浜を実施し
ています。



小田原海岸の養浜材ふるい分け状況

令和２年６月

令和２年６月

作業ヤードでの
ふるい分け実施状況
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養浜材として飯泉取水堰の浚渫土砂を利用していますが、ふるい分けを実施し、海岸
の利用上支障となる大きな礫を取り除いています。



小田原海岸（国府津地区）の護岸改良事業

N

森
戸
川

西湘バイパス

国道１号

小田原海岸（国府津地区）
延長L=800ｍ

凡 例
：令和元年度まで
：令和２年度

国府津駅

東海道本線
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令和２年度
延長L=50m

令和元年台風19号では、背後地で越波被害を受けたことから、令和２年度は国府津
地区において、護岸をかさ上げする工事を実施しています。



小田原海岸（国府津地区）の護岸改良状況

令和３年１月

約1.5ｍかさ上げ

施工前

施工後
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令和元年11月



令和３年度の
県の海岸保全対策事業の予定

大磯港

酒匂川

大磯駅

小田原駅

二宮海岸（養浜予定）
（山西地区）

小田原海岸（養浜予定）
（国府津・前川地区）

大磯海岸（養浜予定）
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